
（様式３） 事業所名

目標達成計画 作 成 日 平成 26 年 2 月 10 日

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　標

1 3
地域住民とは、施設行事等で招待し交流してい
るが、施設から入居者を地域住民の行っている
サークル活動の参加が少ない。

地域住民のサークル活動に参加することで、
入居者の生活にメリハリを付けてあげたい。

3 ヶ月

2 5
市町村担当者とは、連絡を取り合っているが入
居者の健康面で相談窓口が診療所の月１回の
定期受診だけになっている。

地域包括支援センターの保健婦さんに入居者
の面接・健康相談をして、入居者の不安・スト
レスを解決出来たらいい。

2 ヶ月

3 34
入居者の急変事故発生時に対応マニュアルは
あるが、実際事故発生時の対処方法に職員全
員がスムーズに対応できるかが不安である。

職員全員が応急処置出来る様にしたい。 6 ヶ月

4 23
一人ひとりの思いや暮らし方・意向の把握に努
めているが、入居者全員の意向を叶える事が出
来ない。

入居者の思いや意向を把握し、望む生活を提
供したい。

3 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

職員会議等で全入居者の思いを理解し、職員全
員が同じ方向で支援する。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

地元住民で構成している「活き活きサロン」に参
加申し込みする。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

グループホーム　桂寿あに

運営推進会議で、市から参加メンバーを包括支
援センターに頼めないか動きかける。

定期的な救急救命等の緊急対応研修に職員全
員が参加し、誰でも応急処置が出来る様にする。

秋田ハッピーライフセンター


